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1. 訪問看護とは 

病気や障害があっても、療養者が望む場合、その人の有する能力に応じて自立した生活を営むことができるよう、

看護職等が療養者の家庭に直接出向き、その生活を支援する看護活動。 

 

 

 

 

2. 訪問看護利用者の概要 

 

 

 

 

 

 

明日から訪問看護ステーションを始めることになりました。何を準備したら、訪問看護をしていいでしょう？ 

 

 

 

 

 

3. 訪問看護を行うために必要な指定 

 医療保険 

 

 介護保険 

 

 

 

4. 人員 

 管理者 

 

 看護職員 

 

 

 リハビリ職員：作業療法士(OT)、理学療法士(PT)、言語聴覚士(ST)については 適当数配置 

⇒リハビリ職員は介護保険法に基づき訪問看護を行うことができる 

 

 事務職員：請求事務、経理などを担当 

 

➢ 居宅介護支援事業所が併設されている場合、ケアマネージャーが居る事務所もある。 

地域・在宅看護論概論；井坂 配布資料 

20２6.9.7（月）3時限目 
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5. 保険の適応 

訪問看護は「          」または「          」によって利用できる 

介護保険で利用できる場合は医療保険での利用はできない。（介護保険が優先される） 

例外：以下の場合は医療保険での利用 

①厚生労働大臣が定める疾病等の患者 

②精神科訪問看護の対象者（認知症を除く） 

③主治医から「                     」の交付を受けた者 

  退院直後や急性増悪や終末期などで交付・月  回の交付（     日間利用可能） 

  気管カニューレを使用しているもの、真皮を超える褥瘡のあるものは月   回まで交付できる 

【訪問看護の保険適応のフローチャート】 

 

被保険者の要件と区分 

 

 

 

特定疾病一覧 

下記参照 



3 

 

練習問題：医療保険と介護保険どちらが適応される？ 

➢ 75 歳の要介護 3 の糖尿病の利用者 

 解答：               

➢ １０歳の特別管理加算のない重症心身障害児の利用者 

 解答：               

➢ 60 歳の要介護５で褥瘡があり特別訪問看護指示書が交付された利用者 

 解答：               

 

6. 訪問看護サービス利用までの流れ 

 

 

 

 

 

  

                 の交付を受け、 

利用者との     を経てサービスが開始 

費用 

介護保険：原則    割 

医療保険：70 歳未満は 3 割、 

未就学児と 70 歳以上 75 歳は 2 割、75 歳以上は 1 割 



4 

 

7. 訪問看護サービス提供の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護で扱う記録 

看護師作成 : 

  

主治医     ；  

 

ケアマネージャーなど；居宅サービス計画書（ケアプラン）など 

 

看護記録は、利用者の求めに応じて「          」する 

 

8. 訪問看護の役割 

(1) 健康状態の観察 

(2) 医療的ケア 

(3) 生活の再構築支援 

(4) 家族への指導とケア 

 

医療とともに「生活を支える看護」 

 

9. 多職種の機能と役割・協働・連携      

地域で働く専門職はどんな職種？ 
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＜連携方法＞ 

 

 

 

 

 

生活の継続のために対象者の意向をふまえた同じ目標に向かってともに働くことが重要 

 

10. 多職種の役割と連携 

 

 

 

 

 

 

療養者の課題解決が目的 

組織と組織の関係 

対等な立場 
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訪問看護師が、わかりやすく情報提供することでスムーズな連携に繋がる。 

 

11. 連携の場 

 


